
慶應義塾大学メディア･コミュ

ニケーション研究所の研究プロジ

ェクトの一つとして，「ジャーナ

リズムと権力」が進行中である。

このプロジェクトは，主として戦

後日本社会のジャーナリズムに関

して調査研究を行ってきた。この

プロジェクトを進めるにあたり，

基礎作業として既存の調査研究を

体系的に整理することに必要性が

痛感された。

そこで本特集では，「戦後日本

社会のメディアと市民意識」とい

う枠内で，各執筆者が関心をもつ

領域ごとに既存の調査研究のまと

めを行った。その成果が，山腰，

山口，津田の各氏が執筆した論文

である。このうち，山腰論文と山

口論文は，日本政治社会学会第１

回大会（2004年３月11日）での研

究発表をもとにしている。

大石論文と烏谷論文は，本研究

所も参加しているCOE「多文化

多世代交差世界の政治社会秩序形

成―多文化世界における市民意識

の動態―」プロジェクトの中の，

「市民意識メディア分析ユニット」

の一環として実施した調査研究の

成果の一部である。これら二つの

論文は，戦後日本社会の重要な政

治的争点であった「憲法改正」

「自衛隊の海外派兵」といった問

題に関して，それらの大きな転機

となった2003～2004年を中心に，

新聞報道，世論動向の検討を行っ

たものである。

この特集を契機に今後，私たち

は以下の二つの方向で研究を進

め，その成果を公表していきたい

と考えている。第一は，本特集の

延長線上で，既存のより多くの調

査研究，およびそこか引き出され

た知見を整理しながら，さらには

様々なメディア論やコミュニケー

ション論を参照しながら，戦後日

本社会のメディアと市民意識につ

いての研究を行うことである。そ

の際，メディアや市民意識を取り

巻く社会状況に関する考察も行う

ことにしたい。

第二は，大石論文，烏谷論文で

試みたような，戦後日本社会にお

ける重要なトピックを取り上げ，

内容分析や言説分析を行いなが

ら，本研究所のプロジェクトの一

環として，ジャーナリズムと権力

の問題についての検討を進めるこ

とである。

こうした研究計画の一つの段階

として，本特集が編まれたことを

ご理解いただければ幸いである。
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